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令和６年度 

       校 長 室 だ よ り６月号 Ｎｏ.３ 

宝達志水町立押水第一小学校 Ｒ６.６.２６ 

令和６年度の１学期もあと1ヶ月となりました 

令和６年度の１学期もあと１ヶ月となりました。保護者・地域の皆様におかれましては、いつも本

校に多大なるご支援とご協力を賜り、本当にありがとうございます。残り１ヶ月も、子ども達がいい

形で夏休みを迎えられるよう、職員一同、しっかりと努めてまいります。 

６月は、運動会を無事に終え、落ち着いて学習や活動に打ち込むことができたのではないかと思い

ます。また、保護者・地域・関係者の皆様からは「能登半島地震があったその年に、閉校の最後の１

年を過ごすこととなった子ども達に少しでもいい思い出を作っていってほしい」との願いから種々

様々に厚いご支援ご助力を賜った月でもありました。誠にありがとうございます。子ども達は地域の

いろいろな方と交流したり、ゲストティーチャーとしてお招きした先生から、普段の授業とは違った

貴重な体験をしたりしながら、充実した学校生活を送ることができたようにと思います。 

さて、今年の夏も昨年同様、猛暑となる見方が有力です。６月１９日（水）にはプール開きもあり

ましたが、体育や屋外の活動では熱中症予防に留意しながら行っていきたいと思います。また屋内の

学習活動においても学習環境を整え、１学期のまとめをしっかりと行っていく所存です。さらには夏

休みを迎えるにあたって、規則正しい生活や事故防止といった交通安全への指導も重ねて行っていき

ます。保護者・地域の皆様には、７月もご支援・ご協力の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  

押水第一小学校校歌 
儀式や全校集会の度に歌われている校歌。６月の全校集会でも児童は声高らかに歌ってくれまし

たが、全校で歌う機会は、数えてみればあと１０回くらいでしょうか。 

押水第一小学校の沿革史を紐解いてみると、校歌は昭和４１年４月１日の制定となっております。

作詞は初代校長の中泉武彦先生、作曲は山崎梅吉先生で、新校舎が完成した昭和４１年９月１日に入

校式が行われたので、おそらくその際もしくはその前後に、はじめて全校で歌われたものと思われま

す。以来およそ６０年の長きに亘って、２０８０余名の卒業生と現･在校生に歌い継がれてきました。 

１黄金波打つ 実りは豊か 

親しみ睦ぶ 平和なる町 

ここ押水の 桜が丘に 

朝夕はげむ 楽しき団欒 

ああ我等の 第一小学校 

２朝に仰ぐ   輝く御前 

夕べに拝む 砂丘の入り日 

日ごといそしむ 学びの庭に 

若き希望の ゆくては遥か 

ああ我等の 第一小学校  

押水第一小学校の閉校式・閉校式典は令和７年３月２２日（土）の予定です。 

おそらく学校・保護者・地域の皆で校歌を歌う最後の機会になるかと思います。当日は地域の皆様に

も多数お出でいただき、是非皆さんで唱和できればと思います。 

なお校歌は、児童が歌唱しているものを、本校のホームページからダウンロードできますので、 

よろしければ聴いてみてください。 
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あじさい交流会 
６月２０日（木）、学校支援ボランティアの皆様をお招きして、１・２年生が毎年恒例の「あじさ

い交流会」を開催しました。 

まずボランティアの方と児童は、あじさいと学級花壇の花が咲く校庭を、会話をしながら歩きまし

た。その後体育館に場所を替え、児童が学習発表を披露したり、２年生が考えたクイズを一緒に楽し

んだりしました。そして最後に、児童から感謝の言葉とプレゼントを贈りました。 

 

 

 

 

 

 

 

児童は地域の方に自分たちの発表を見てもらったり、一緒に楽しく活動したりしてとても満足そう

でした。いつもお世話になっているボランティアさんに見てもらうことが励みとなり、いつも以上の

力を発揮できたようにも思います。お忙しい中ご来校下さり、本当にありがとうございました。 

今年は例年にも増して暑さが厳しく、雨も少ないためか、校庭に咲くあじさいの花は若干少なめで

した。今年度は押水第一小学校が閉校となる年で、地域の方がさみしさの涙を堪えているように、空

もさみしさの涙雨を堪えているのでしょうか。ボランティアの方、地域の方には、閉校を迎える今年

度も様々な機会にご来校いただき、児童と交流し励ましていただけたらと存じます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

科学教室・算数教室 
今年度も、６月１４日（金）と１８日（火）に「科学教室」、１７日（月）には「算数教室」が開催

されました。子ども達に、科学や算数への興味を深めてもらおうと、５・６年生を対象に理科教育と

算数教育に造詣が深い先生をお招きして実施している宝達志水町独自の教育プログラムです。 

今回は科学の楽しさ・不思議さを親子で味わってみようということ 

授業参観の折に、５年生は親子ともども科学教室に参加しました。 

科学教室の今回のテーマは「光」で、日常の不思議な現象の理由が 

科学によって、解き明かされる度に理科室が驚きに包まれました。 

また、算数教室では、数式(５年)や数列(６年)を取り上げ、普段の 

算数の授業とは異なる問題の切り口に興味を募らせていました。 

リコーダー講習会 
６月７日（金）に「リコーダー講習会」を開催しました。コロナ禍 

では感染予防のため実施できませんでしたが、コロナ感染状況が小康 

を得てからは、２年に１度、３・４年生を対象に行っています。 

講習会では、タンギングや指の押さえ方のコツなどリコーダー演奏 

の基礎を丁寧に教えていただきました。講師の先生の模範演奏の音の 

きれいさに驚き、「なまあたたかい息で吹くとよい」というアドバイスを聞くと、児童はきれいな音を

出すために、口に手を当てながら、どのような息の出し方がよいか夢中で探っていました。 

また、音域が異なるいろいろなサイズのリコーダー演奏もあり、児童はリコーダーの魅力・奥深さ

に魅了され、あっという間の充実した講習会となりました。 
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木村太陽さんによる特別講演会 
６月２０日（木）、４・５・６年生を対象に「木村太陽さん特別講演会」を開催いたしました。 

木村太陽さんは、津幡町出身で幼少のころからサッカーを始め、中学・高校とツエーゲン金沢のＵ‐

15、Ｕ‐18に所属し、全国大会にも出場しました。その後もプロを目指して活動していましたが、大

学卒業を機に 2022年にサッカー選手を引退しました。 

引退後にご自身のサッカー技術やサッカーの指導法をＳＮＳで発信していたところ、それが世界中

で反響を呼び、瞬く間に視聴回数 2000万回、フォロワー数 300万人に達しました。折しも 2022年は

ワールドカップ・カタール大会の年で、木村さんの人気に目をつけたＦＩＦＡ(国際サッカー連盟)が、

木村さんを Official Fan Leaderに任命し、現在は活躍の場を世界に広げているところです。 

木村さんの講演会の演題は「夢」で、ご自身の経験を交えながら「夢に向かって努力をすることの

大切さ」や「夢に向かって努力をすることは決して無駄にならない」など、子どもたちに話してくれ

ました。後半は、サッカーをして交流したり、１人１個ずつサッカーボールをプレゼントしていただ

いたりして、子ども達にとって 

素晴らしい経験となりました。 

この機会を設定していただい 

た地域の方、ロータリークラブ 

の方、本当にありがとうござい 

ました。 

ジャンシーさんと英語活動 
６月２５日(火)、マレーシア出身のン･ジャンシーさんに来校していただいて、３･４年を対象に英

語活動を行いました。現在小学校では、５･６年生は週２回、３･４年生は週１回、ＡＬＴの先生と接

する機会がありますが、子ども達にもっと「生の英語」に触れる場を作ってあげたいという地域の方

からのご厚意で、村昭繊維興業株式会社に勤めるジャンシーさんに来ていただくことになりました。 

この日は、ジャンシーさんの英語の自己紹介を児童が聞き取ったり、出身地のマレーシアにまつわ

るクイズを英語で出してもらって児童が考えたり、ジャンシーさんのことを知るために児童が英語で

質問してみたり、英語の本の読み聞かせをしてもらったりしました。 

このような機会が多くなればなるほど、児童は英語という言語が当たり前に存在するものとして認

識し、「英語を聞き取ろう」「英語で伝えてみよう」という気持ちが自然と育まれるものと思います。

子どもからは「マレーシアのことが知れてよかった」「ジャンシーさんに読んでもらったお話が楽し

かった」等の感想が多数聞かれました。 
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６月の学校の様子 

プール掃除  

  

１年生 給食試食会  

  

２年生 親子活動  

  

児童集会 全校遊び  

  
 

【お知らせ】今年度の２学期は８月２８日(水)から始まります。 
今年度は３月に閉校式・閉校式典を行う関係で、３学期の修了式が３月１８日(火)と例年より

早まります。このため、２学期は授業時数確保のため８月２８日(水)から始まります。 

あらかじめご承知おきいただきたく、ご連絡申し上げます。 
 


